
 

 

 

 

 

 

 

 

＜定着が見られる内容＞ 

  ○数直線上の点を読み取ることや単項式の除法や文字式に代入して値を求めること、簡単な比例式

を解いたり連立方程式を立式し解いたりすることは身に付いている。 

  ○問題場面における考察の対象を明確に捉えることは概ね身に付いている。 

 

＜課題が見られる内容＞ 

  ◆絶対値の意味やある基準に対して反対の方向を分数で表すこと、等式の変形に課題がある。 

  ◆数学的表現を用いて、事象を説明することに課題がある。 

 

 

 

 

  ☆絶対値の意味を再確認させるとともに、様々な場面における数量やその変化を、正負の数を用い

て表す場面を設定する。また、等式の性質を活用する方程式と関連付けて等式変形を指導する。 

  ☆具体例をもとに変数と定数を把握させ、文字式や言葉を用いて根拠を明らかにできるように指導

する。そして、結論の形を考えさせ、その形にすればいいという見通しにそって、文字式を変形

するよう指導する。 

 

 

 

 

 

＜定着が見られる内容＞ 

  ○見取り図、投影図から空間図形をイメージすることや包含関係については概ね理解している。 

  ○三角形が合同であるために必要な辺や角の相等関係については概ね理解している。 

 

＜課題が見られる内容＞ 

  ◆発展的に考え、条件を変えた場合について証明の一部を書き直すことに課題がある。 

  ◆付加された条件の下で、新たな事柄を見いだし証明することに課題がある。 

 

 

 

 

  ☆証明を読み、結論を導くために欠かせない条件や性質を捉える場面を設定し、問題の条件を変え

て、発展的に考えることができるように指導する。 

  ☆新たな条件を加えた際にできる図を書かせ、見いだした事柄の前提条件とそれによって説明され

る結論を明確にさせる。そして、付加した条件の下で、見いだした事柄を数学的に表現できるよ

うに指導する。    

 

 

 

 

 

＜定着が見られる内容＞ 

  ○関数とグラフの関係については概ね理解している。 

【 数と式 】 

【 図 形 】 

【 関 数 】 

中学校・数学 

指導改善のポイント 

指導改善のポイント 



  ○与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取る力は身に付いている。 

 

＜課題が見られる内容＞ 

  ◆一次関数の意味の理解に課題がある。 

  ◆事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。 

   

 

 

 

  ☆他領域の学習においてもグラフや表を用いた問題を設定する等、グラフ・表・式の関係に着目し

た問題解決の方法を指導する。 

☆説明問題については、「できればよい」のではなく、「なぜそれでよいのか」「なぜそう考えれば

よいのか」等を丁寧に考えさせる指導を行う。 

 

 

 

 

 

＜定着が見られる内容＞ 

  ○最頻値等の用語の理解や中央値を求めることは概ねできる。 

  ○表等を利用して確率を求めることは概ねできる。 

  

＜課題が見られる内容＞ 

  ◆与えられた情報をもとに的確に処理したり、数学的に説明したりすることに課題がある。 

 

 

 

 

  ☆割合の活用は、どの領域でも関連付けられることから、その都度理解を促す必要がある。また、

プレゼンテーション活動の中に意図的に資料活用の知識を取り入れる指導を行う。 

  ☆他領域との関連を持たせやすいことから、それらの知識を用いながら学習を展開したり、他領域

の知識の補完を担うような学習を設けたりする指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

⇒他領域との関連性や多角的な視点に立った問題・単元構成等の検討を行う。 

⇒小・中９年間を見通した教育課程の関連性について確認し、先を見通した指導を行う。 

  ⇒「なぜそれでよいのか」「なぜそれでいけないのか」「なぜそうなるのか」等の理由を考えさせ、

説明する活動を取り入れる。 

  ⇒様々な領域において、他領域での既存知識を活用する視点を持って授業づくりを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 資料の活用 】 

今後に向けて 

指導改善のポイント 

指導改善のポイント 



 

生徒が苦手とした問題 

                       ＜活用に関する問題 資料の活用・数と式＞ 

＜知識に関する問題 関数＞ 

 

＜知識に関する問題 資料の活用＞ 

 


